




要約 先天異常のなかでもっとも頻度の高い外表性の形態異常の発生原因を知り,予防およ

び生後の対策の改善に資することを目的として,発生頻度の継続的調査,発症に関係する可

能性のある各種環境要因の分析,および,生命や機能予後に関する調査を計画した。

研究組織を 1)疾候と原因の分析,2)地域または病院ベースの新生児発病率,3)流産および

死亡例の解析,4)統計的解析,5)対策および予後調査のグループに分けた。

症候および原因においては,妊娠初期の母体の有熱疾患と神経管閉鎖不全をともなう流産,

および重症心身障害の発生との関連が疑われた。また,たばこ等の日常の嗜好品と疾候の

関連,'有色添加物,父親の環境等についての問題点がとり上げられた。これらの指摘事項

については,さらに詳細な検索を進めることにした。

発生頻度については,東京都内および全国の協力病院を拠点として新生児における症候疾

病別頻度が集計された。また,3 県において人口ベースの発生率調査が継続され,他の 1 県

においても準備が進められている。これらの資料について,多発を速やかに検出するのに

有効な統計的解析法が示された。形態異常をもって生れた小児の長期予後と関連して,就

学状況および有病率が検討され,乳幼児死亡の高率なグループの存在および教育的配慮の

必要性を示す資料が得られた。


